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－他者と共創し、主体的に学ぶ児童生徒の育成－ 「強く 正しく 温かく」      

「自分の命は自分で守る」そして「自分にできること」 

～地震避難訓練・追悼集会～ 

今年度、河合小学校では「学校安全」の取組を強化し、学校全体で「安

心・安全」「命」について深く考える一年としています。児童会の年間

目標も「安心・安全で楽しい河合小」です。子どもたちが「自分の命は

自分で守る」「自分にできることを考える」ことを自分事として考えら

れるように様々な取組を行ってきました。 

1 月１６日には地震対応の避難訓練と追悼集会を行いました。事

前学習から避難行動についてよく学んで訓練に参加しているので、

真剣に素早く先生の指示に従って避難ができていました。避難後に

「もしこれが休み時間だったら」「もしこれが登下校中だったら」「も

しこれが一人で留守番をしている時だったら」と様々な場面を想像

して、自分がどのように行動したらいいのか、また自分に何ができるのかを考えました。 

追悼集会では、各学年で「命について」「安全について」取り組ん

だことを発表する機会を持ちました。1 年生は「校内の危険個所を

探検し、生活に潜む危険について考える」２年生は「町探検をとお

して、地域で命を守る取組について考える」３年生は「校内、地域

の防災施設について調べ、自分たちの安全を守るための取組を知る」

４年生は「道徳『せいいいっぱい生きるー命の詩』の学習をとおし

て、限られた命を精一杯生きることの大切さを考える」５年生は「自然学校において、けが

や災害に備える術を身に着ける。また、長崎の被災を学び、命について深く考える」をテー

マに学んだことを他学年に伝え、全校生で「命について」「安全・安心について」真剣に考え

ました。 

～避難所開設訓練～ 

 1月２０日には、４，５年生の児童と保護者、地域の方々、教職員

が一緒に避難所開設訓練を行いました。１月１６日の避難訓練の時

に、「４，５年生には自分の命が助かった時に、次に自分に何ができ

るかを考えてほしい。そのために大人と協力して安全や命について考

える機会として避難所開設訓練をします。」と伝えてありました。小

野市の防災グループのご指導のもと、「防災倉庫の資機材確認と運搬」「段ボールベッドの組



み立てと片付け」「簡易ベッド・簡易トイレ等の組み立て」「避難所生活の体験」「避難所につ

いての動画視聴」等、たくさんの体験をさせていただき、それぞれの立場で心に残るものが

あり、貴重な機会となりました。ご参加いただいた保護者の皆様、地域の皆様、本当にあり

がとうございました。児童と保護者・地域の方の感想を掲載します。 

 

 

 

 

 

児童会役員選挙 ～児童全員で作る児童会を～ 

 １月２２日（木）５時間目に、児童会役員選挙がありました。４

年生７名が立候補し、それぞれの思いを３～５年生に伝えました。

立候補者の演説の中には「安心・安全」「笑顔」「信頼」「感謝」「仲

良く」「楽しい」「元気な」「ルール」「マナ-」「生き生き」「話し合

う」「明るい」「聴く」「助け合う」などなど学校をよくするための

キーワードがたくさん詰まっていました。河合小学校のことをこ

んなに一生懸命考えてくれているのだと嬉

しくなりました。聴く側も、耳と目と心で聴いていました。どちらに

も真剣な表情があり、ピリッとした空気が流れるとても良い空間でし

た。互いを尊重し合う良い関係が出来上がっていたように思います。

今後後輩に児童会役員を引き継ぐ５年生を含めて、「児童全員で作る児

童会を」という思いを共有できたと思います。 

２月の主な行事予定 

３日（火）３年校外学習（好古館） 

２年モンゴルのお話（スーホさん） 

５日（木）新１年生１日入学 

６日（金）児童朝会（児童会引継ぎ） 

１２日（木）５年ふれあいの日・保護者説明会 

１３日（金）元気アップ（大縄大会） 

１８日（水）おの検定（計算） 

１９日（木）おの検定（漢字） 

２０日（金）ハートフル弁当 

全校朝会 

      委員会 

２７日（金）児童朝会 クラブ活動 

 ※別紙「学校評価自由記述の回答」もあわせてご覧ください。 

・私は、避難場所の映像を見て、あんなせまい状況で一人ひとり苦しい思いをしていることが気になりました。

体のことで困ってしまうこともあると思います。だからこそ、日々、地域の人と関わって、工夫して、助け合うこと

が必要だと思います。今日は 4，5 年生が大人の人と関わってダンボールベッドを作ることで協力や助け合い

ができたと思います。（４年生児童） 

・自分も、災害が起きた時に人任せにせずに、人のために助け合っていこうと思いました。災害が起きた時のつ

らさをこの訓練でより深く学ぶことができてよかったと思いました。日ごろから万が一に備えておくことが大事

だと思いました。家でも災害時の備えを見直そうと思います。（５年生児童） 

・避難設備や場の運営など一人でも知っている人、実際に見たことのある人が多いほうがいいと思い参加しま

した。TV や動画で見るだけだとどうしても人ごとになりやすいので、体験できてよかったなと思います。備蓄食

料も家で見直します。ありがとうございました。（保護者） 

・とても良い体験でした。これまで大人たちだけで行っていた訓練に子どもが入ることで気づきもたくさんあり

ました。何より子どもたちが一生懸命ベッドの組み立てを学び、いち早く下級生に教えようとしている姿が印象

的でした。この様な訓練を重ね、万が一の時は共に助け合うことができればよいなあと思います。（地域の方） 
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